
　
俳
　
句	

　
　
　
　
　

玉

井

北

男

選

包
丁
に
遺
る
香
り
や
花は

な
み
ょ
う
が

茗
荷　
　
　
　
　

渡
部
喜
生

リ
ハ
ビ
リ
の
手
の
温
も
り
や
蝉
し
ぐ
れ　

森　

隆
子

朝
顔
を
咲
か
せ
一
日
始
ま
れ
り　
　
　
　

三
好
清
信

ひ
と
雨
を
待
つ
溜
め
息
の
大
暑
か
な　
　

三
谷
福
美

頬
緩
む
か
に
滝
受
け
の
不
動
尊　
　
　
　

森
本
郁
子

柔
ら
か
き
光
集
め
て
蛍
舞
う　
　
　
　
　

大
森
妙
子

お
彼
岸
の
墓
地
に
行
き
交
う
会
釈
か
な　

越
智
幸
子

旅
か
え
り
朝
顔
咲
く
も
う
れ
し
く
て　

猪
谷
マ
ツ
子

　
川
　
柳	

　
　
　
　
　

藤

原

眞

佐

美

選

送
り
火
に　

心
触
れ
合
う
母
の
声　
　
　

三
好
清
信

ミ
ニ
バ
ラ
を
一
鉢
置
い
て
指
定
席　
　
　

三
谷
福
美

さ
り
げ
な
い
会
釈
を
交
わ
す
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
原
恵
美
子

ひ
さ
し
ぶ
り
従
兄
弟
と
出
会
い
輪
が
和
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
井
マ
サ
コ

帰き
せ
い
じ

省
子
に
て
ん
て
こ
舞
い
の
盆
休
み　
　

桑
原
冴
子

沙さ

お

り
保
里
さ
ん
胸
を
張
っ
て
よ
笑
っ
て
よ　

髙
橋
容
子

お
み
く
じ
に
諭
さ
れ
気
付
く
浪
費
癖　

猪
谷
マ
ツ
子

蝉
の
声
目
覚
し
が
わ
り
朝
迎
え　
　
　

加
藤
千
賀
子

　
短
　
歌	

　
　
　
　
　

田

坂
　

幸

選

天
窓
の
開
き
て
光
満
ち
あ
ふ
る
プ
ー
ル
の
水
面
押
し

て
歩
み
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
伯
利
枝

夫
と
二
人
坊
っ
ち
ゃ
ん
南か
ぼ
ち
ゃ瓜

ち
ょ
う
ど
よ
く
酷
暑
の

夏
も
終
ら
ん
と
す
る　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
淑
子

孫
達
の
エ
プ
ロ
ン
姿
き
り
り
と
し
親
子
三
代
の
料
理

楽
し
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
千
賀
子

「
見
て
来
い
よ
」
夫つ
ま

の
声
な
く
こ
の
夏
は
ひ
と
り
音

聞
く
打
上
げ
花
火　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋
容
子

色
づ
き
し
紫
式
部
の
枝
の
先
蜻
蛉
一
匹
風
に
ゆ
ら
れ

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
村
三
重
子

ぢ
ぢ
ば
ば
の
影
に
か
く
れ
て
そ
っ
と
見
る
遠と
お
は
な
び

花
火
の

音
に
怖
じ
つ
つ
孫
は　
　
　
　
　
　
　
　

三
好
清
信

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
隅
に
か
か
れ
る
幾
何
模
様
蜘く

も蛛
の

作
業
は
魔
法
の
ご
と
し　
　
　
　
　
　
　

三
谷
福
美

憧
れ
し
茶
髪
染
め
爪づ
め

朝
寝
坊
叶
は
ぬ
ま
ま
に
老
い
て

健
や
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
智
幸
子

　

作
品
は
、
読
み
や
す
い
書
体
で
作
成
し
、
俳
句
・

川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に
は
ふ
り
が
な
を

振
り
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
毎
月

１
日
ま
で
に
郵
送
ま
た
は
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先
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０
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敷
１
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西
条
市
役
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広
報
広
聴
課　

広
報
係

　

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
４
（
直
通
）

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌　

作
品
募
集

　はじめまして。新しい国際交流員として西条市に来

たダイアナ・マリー・リントンと申します。米国カリ

フォルニア州のロサンゼルス市の砂漠から、このすて

きなお水に恵まれている西条市に参りました。

　初めて日本に来たのは、８年前の夏休みでした。そ

のときに、北海道函館市で２カ月ぐらい日本語の授業

に参加し、ホームステイの経験もしました。日本人の

家族と暮らしながら、日本の文化と豊かさをもっと理

解するようになりました。その影響を受けて、もう一

度日本に留学することを目指しました。その次の年、

約１年半名古屋の南山大学に留学し、楽しくて、記憶

に残る経験をいくつもさせていただきました。

　その後、アメリカの大学で東アジアの文化人類学を

専攻する中で在日韓国人に興味を持ち、その研究をし

ながら、韓国語を勉強し始めました。結局、韓国と台

自己紹介

Your Friendly NeighborsYour Friendly Neighbors
世界のゆかいな仲間たち

今回のフレンド

ダイアナ・マリー・
リントン
国際交流員

早速、瓶ヶ森登山にトライ ▼

№116

湾にも留学することになりま

した。そして、卒業した後は

香港で２年働きました。しばらく日本から離れていま

したが、ジェット・プログラムのおかげで、西条市に

来て国際交流と異文化理解を深める機会をいただける

ことになりました。

　親切でおもてなしの心のある西条市の皆さんとたく

さん触れ合いたいと思います。芸術が特に好きなので、

もし木版画や書道や歌の勉強ができるところをご存じ

なら、教えてください！　ハイキングやよさこい、

ミュージカルにも興味を持っているので、西条市のグ

ループにも参加したいです。精いっぱい努力したいと

思いますので、国際交流員として、そして友人として、

お力になれることがあれば、ご遠慮なく声をかけてく

ださい！　よろしくお願いします。
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